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ミニ探究  単元一覧ミニ探究  単元一覧  （2024.09.30現在）

マークを付けた単元は、この一部見本で活動内容や付属資料を全てご覧いただけます。PickPick
Up!Up!

【導入レクリエーション】【導入レクリエーション】
１－１	 「自分の好きなモノ紹介」
１－２	 「他者の好きなモノ紹介」
１－３	 「クラス（チーム）ルールをクリエイトしよう！」
１１－－４	 「学校の中の危険な場所を探す」４	 「学校の中の危険な場所を探す」
１－５	 「中学の総合的な学習で何を学んだか」
１－６	 「修学旅行　オリジナルガイドブックを作ろう」
１－７	 「オープンキャンパスへ行こう！」
１－８	 「仕事を知ろう～仕事インタビュー～」
１－９	 「インターンシップに参加しよう！」
１－１０	「プレゼン型三者懇談」
１－１1	「商店街の活性化問題（ケースメソッド）」
１－１2	「基地問題から考える沖縄の平和学習」

【話し合い＋調べ学習】【話し合い＋調べ学習】
２－１	 「名言、格言、キャッチコピーの違いとは」
２－２	 「AとBどちらがいいか？」
２－３	 「急な階段って！？」
２－４	 「ざっくりと、でも緻密に」
２－５	 「Aを実証するためには何をすればいい？（研究計画作り）」
２－６	 「SDGs入門」
２－７	 「インフォデミック(情報パンデミック) 〜その時あなたはどうしますか？〜」
２－８	 「脱炭素社会構築のアイデア（ジグソー法）」
	   溝畑保之（常翔学園中学校・高等学校）
２－９	 「CNN教材×SDGsワークシート」CNN教材提供：朝日出版社
２－１０	「吸水ショーツをきっかけに、ウェルビーイングな社会について考える」
	   豊島株式会社・株式会社日本旅行
２－１1	「フィボナッチ数列を調べよう」小原美枝（神奈川県立鶴見総合高等学校）
２－１2	「マラルディの角の秘密」小原美枝（神奈川県立鶴見総合高等学校）
２－１3	「セッケン水の構造を探る」小原美枝（神奈川県立鶴見総合高等学校）
２－１4	「生成AIと対話しよう」

【活動を伴う体験学習】【活動を伴う体験学習】
３３－－１	 「ペーパータワー」１	 「ペーパータワー」
３－２	 「紙コプター」
３－３	 「アンケートを作ってみよう」
３－４	 「“NASAゲーム”でグループワークの良さを実感」
３－５	 「日本の子育て家庭の課題」岡かなえ（東洋大学京北中学高等学校）
３－６	 「自分の暮らす地域の課題」岡かなえ（東洋大学京北中学高等学校）
３－７	 「持続可能な学校のためのCMづくり」 森大光（大阪府立豊島高等学校）
３－８	 「西オーストラリアの魅力を伝えよう」ゴールドエデュケーショナルツアーズ
３－９	 「ひな社長の挑戦」 NPO法人企業教育研究会

PickPick
Up!Up! P10

PickPick
Up!Up! P21

先生側の単元画面をご紹介！

生徒側の単元画面をご紹介！
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冒頭に活動の
ポイントを把握できる

動画を掲載。

単元画面（先生画面）単元画面（先生画面）
ミニ探究1-4

教科との関連を明示。
教科での探究活動にも

使えます。
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ミニ探究・ミドル探究は、単元画面で活動の流れを見ながら生徒は探究活動に取り組みます。

先生が一つ一つ細かい指示を出す必要はありません。

画面に沿って活動するうちに、生徒は探究の手法を自然と身に付けることができます。

生徒だけでも
取り組みやすいよう、

細かいステップで
活動の流れを表示。

ミニ探究・ミドル探究には、
評価規準例付きの

授業展開案を用意しています。

生徒の提出物の
確認方法などは

P63を参照してください。
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各単元の
目安となる授業時間数を

明示。

“アクチュアル”内の
関連コースと組み合わせた

学習が可能。

授業展開案授業展開案
ミニ探究1-4

授業展開案は編集可能な
Wordファイルでもご提供。

授業時間数を変えて取り組みたい場合も、
Wordファイルを編集すれば

すぐにカスタマイズ可能です。

PDFPDF DOCDOC
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目安の授業時間数に
合わせた展開例を

掲載しています。

3観点での評価が可能な
ルーブリックを

掲載しています。 ミ
ニ
探
究
➀

ミ
ド
ル
探
究
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どの場面でワークシートを
使えばよいか、授業展開例に

明示しています。
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ミニ探究・ミドル探究の授業展開案には、学習目標と評価、展開例を掲載。手間なく授業に

取り掛かれます。また、授業展開案は編集可能なWordファイルでもご提供。授業時間数を

変えて取り組みたい場合も、Wordファイルを編集すればすぐにカスタマイズ可能です。
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ワークシートワークシート
ミニ探究1-4

ミニ探究・ミドル探究には、
SDGsなど社会課題の
理解や解決を目指す

取組みを数多く収録しています。

ワークシートは
WordやExcelの形式でご提供。

ワークシートを使うことで、
生徒が端末を活用する機会を

作り出すことができます。
（Googleの形式でも利用できます。）

DOCDOC XLSXLS
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ワークシートに沿って活動すれば、
まとめ・表現までスムーズに進められ、

探究のプロセスを生徒自身が
自然と身に付けることができます。

ミ
ニ
探
究
➀

ミ
ド
ル
探
究

調
べ
学
習
編

課
題
研
究
編

ツ
ー
ル
・
シ
ラ
バ
ス

17



ミニ探究・ミドル探究では、全ての単元にワークシートを用意しています。

また、ワークシートはWordやExcelの形式でご提供。ワークシートを使うことで、

生徒が端末を活用する機会を作り出すことができます。（Googleの形式でも利用できます。）

ワークシートは資料作成や発表で
終わるのではなく、できるだけ振り返りや
他者からのフィードバックまで書き留める

構成とし、学びに向かう力・
人間性を見取れるようにしています。
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発表テンプレート発表テンプレート
ミニ探究1-4

発表資料のテンプレートを
用意しています。

テンプレートを元にPowerPoint形式で
スライドを作成する機会を増やせば、

生徒の情報活用能力を
高めることができます。

PPTPPT
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自己評価シート自己評価シート
ミニ探究1-4

先生側と同じルーブリックで
生徒が自己評価を行える
シートを用意しています。
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単元画面（生徒画面）単元画面（生徒画面）
ミニ探究3-1

生徒画面も先生画面と同様、
活動のポイントを把握できる動画から

始まり、活動の流れを細かいステップで
表示しています。
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ミニ探究・ミドル探究の生徒画面には、
振り返り入力欄を用意しています。

入力したコメントは、先生側・生徒側双方で
履歴として保存され、探究活動の歩みを後から

確認するときすぐに呼び出すことができます。
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ミニ探究・ミドル探究の単元画面は、生徒主体で活動に取り組めるよう、活動の流れを詳しく

表示し、情報収集やアイデアの整理が必要な場面で使えるワークシートを用意。

WordやExcelの形式でワークシートを作成することで、情報活用能力を高めることができます。

「活動用資料」にはワークシートや
発表資料のテンプレート、

先生側と同じルーブリックで評価できる
自己評価シートなどを収録しています。

生徒から先生への
成果物などの提出方法は、

P62を参照してください。
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授業展開案授業展開案
ミニ探究3-1

各単元の
目安となる授業時間数を

明示。

“アクチュアル”内の
関連コースと組み合わせた

学習が可能。

授業展開案は編集可能な
Wordファイルでもご提供。

授業時間数を変えて取り組みたい場合も、
Wordファイルを編集すれば

すぐにカスタマイズ可能です。

PDFPDF DOCDOC
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目安の授業時間数に
合わせた展開例を

掲載しています。

3観点での評価が可能な
ルーブリックを

掲載しています。 ミ
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（以下略）
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生徒が使うワークシートには、
情報整理をスムーズに進められるよう、

必要に応じてKJ法やマンダラートといった
思考ツールのテンプレートを掲載しています。

ワークシートは
WordやExcelの形式でご提供。

ワークシートを使うことで、
生徒が端末を活用する機会を

作り出すことができます。
（Googleの形式でも利用できます。）

DOCDOC XLSXLS

共同作業シート共同作業シート
ミニ探究3-1
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ミニ探究・ミドル探究には、
発表資料の作り方が分かる

テンプレートを収録。
見やすく伝わりやすい発表資料の

作り方を身に付けることができます。

PPTPPT

発表ポスター例発表ポスター例
ミニ探究3-1
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先生側と同じルーブリックで
生徒が自己評価を行える
シートを用意しています。

自己評価シート自己評価シート
ミニ探究3-1
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ミドル探究  単元一覧ミドル探究  単元一覧  （2024.09.30現在）

４－１	「地域のために何ができるか?」
４４－－２	「「古写真」から始まる歴史研究入門」２	「「古写真」から始まる歴史研究入門」
４－３	「スポーツパフォーマンスを分析しよう」
４－４	「SDGsを自分ごと化する」
４－５	「被災地を支援する」
４－６	「首里城から考える「未来に遺す」ことの意味～My heritageを考えよう～」
	 （STEAMライブラリー）ケイオーパートナーズチーム
４－７	「京都探究プログラム～持続可能な街づくりを学ぶ～」株式会社日本旅行
４－８	「ネットゼロを目指して～カンタス航空探究プログラム～」 カンタス航空

マークを付けた単元は、この一部見本で活動内容や付属資料を全てご覧いただけます。PickPick
Up!Up!

PickPick
Up!Up! P32

「ミニ探究」「ミドル探究」には、企業が作成したプレゼン資料や企業の講義動画か
ら始まる、社会課題の解決に取り組む単元も収録しています。こうした企業との連
携で完成した単元では、SDGsだけでなく、注目が集まる「カーボンニュートラル」や

「ウェルビーイング」なども取り扱っています。

企業・社会との連携企業・社会との連携

ミニ探究２－１０
「吸水ショーツをきっかけに、

ウェルビーイングな社会について考える」

ミドル探究４－８
「ネットゼロを目指して

～カンタス航空探究プログラム～」
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単元画面（先生画面）単元画面（先生画面）
ミドル探究4-2

冒頭に活動の
ポイントを把握できる

動画を掲載。

教科との関連を明示。
教科での探究活動にも

使えます。
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生徒だけでも
取り組みやすいよう、

細かいステップで
活動の流れを表示。
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ミドル探究も、画面上の活動の流れを見れば生徒自ら取り組んでいける構成としています。

授業展開案とワークシートを用意しており、先生方の負担をできるだけ減らす一方で、

5〜10コマかけて本格的な探究活動に取り組むことができます。

生徒の提出物の
確認方法などは

P63を参照してください。
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授業展開案授業展開案
ミドル探究4-2

各単元の
目安となる授業時間数を

明示。

アクチュアル内の
関連コースと組み合わせた

学習が可能。

授業展開案は編集可能な
Wordファイルでもご提供。

授業時間数を変えて取り組みたい場合も、
Wordファイルを編集すれば

すぐにカスタマイズ可能です。

PDFPDF DOCDOC
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ミドル探究では、
評価対象物と評価方法を

明示しています。
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10時間前後かかる想定の
ミドル探究については、

「学習活動」「指導のねらいとポイント」
「評価について」の3つに整理して

授業展開例を示しています。

各小単元で行う
評価について、

「指導に生かす評価」と
「記録に残す評価」の
どちらを行えばよいか、

明示しています。
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ミニ探究と同様、授業展開案は編集可能なWordファイルでも提供しています。

学校の事情に合わせて授業時間数を変えて取り組みたい場合なども、

Wordファイルを編集することで、すぐにカスタマイズ可能です。
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ワークシートワークシート
ミドル探究4-2

ワークシートは
WordやExcelの形式でご提供。

ワークシートを使うことで、
生徒が端末を活用する機会を

作り出すことができます。
（Googleの形式でも利用できます。）

DOCDOC XLSXLS
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学びに向かう力・人間性を見取れるよう、ワークシートはできるだけ、

振り返りや他者からのフィードバックまで書き留める構成にしています。
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ポスターテンプレートポスターテンプレート
ミドル探究4-2

ミニ探究・ミドル探究には、
発表資料の作り方が分かる

テンプレートを収録。
見やすく伝わりやすい発表資料の

作り方を身に付けることができます。

PPTPPT
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（以下略）
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先生側と同じルーブリックで
生徒が自己評価を行える
シートを用意しています。

自己評価シート自己評価シート
ミドル探究4-2
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今や教科内でも生徒主体の探究的な学びが求められています。ワークシートと授業展開案が揃って
いるミニ探究・ミドル探究を活用すれば、教科内での探究活動もすぐに始めることができます。

◆現代の国語◆現代の国語
・ミニ探究3-5「日本の子育て家庭の課題」
・ミニ探究3-6「自分の暮らす地域の課題」
➡実用文・データを読み取る力を鍛えることができます。

◆公共◆公共
・ミニ探究 2-7「インフォデミック（情報パンデミック） 」
➡SNS時代のメディアリテラシー・情報リテラシーを考える活動に取り組めます。

◆英語◆英語
・ミニ探究2-9「CNN教材×SDGsワークシート」
➡ホットな話題を英語で学んでから、問題解決型学習を行うことができます。

◆情報Ⅰ◆情報Ⅰ
・ミニ探究3-7「持続可能な学校のための CM づくり」
➡「情報デザイン」での作品制作に活用できます。

◆保健◆保健
・ミニ探究1-4「学校の中の危険な場所を探す」
➡「安全な社会の形成」を主体的に学ぶ活動が実践できます。

◆数学Ⅰ・A×体育◆数学Ⅰ・A×体育
・ミドル探究4-3「スポーツパフォーマンスを分析しよう」
➡数値の計算・分析を通して技能向上を目指すことができます。

活 用 例活 用 例

教科での活用教科での活用コ ラ ムコ ラ ム
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調べ学習編  目次調べ学習編  目次  （2024.09.30現在）

探究の前に【事前学習】探究の前に【事前学習】
A.	なぜ探究を学ぶのか？
B.	探究で何を学ぶのか？
C.	活動を記録しよう
D.	グループ学習の基本
E.「研究不正」に注意しよう

テーマの決め方【課題の設定】テーマの決め方【課題の設定】
◎課題について
A.	問いのタネを探すA.	問いのタネを探す
B.	問いを具体化して育てる
C.	課題として適切かチェック

情報の集め方【情報収集】情報の集め方【情報収集】
◎必要な情報を収集しよう
A.	まずは図書館で知識を蓄えよう
B.	オンラインサービスを活用しよう
C.	先行研究を用いて説明しよう

情報の整理方法【整理・分析】情報の整理方法【整理・分析】
A.	集めた情報を整理しようA.	集めた情報を整理しよう
B.	情報整理の方法

《応用編》C. 整理した情報を分析しよう
《応用編》D. 分析を具体的にまとめてみよう

情報のまとめ方【まとめ】情報のまとめ方【まとめ】
A.	スライド型ポスターを作ろう
B.	スライド型ポスターを使って発表動画を作ってみよう

発表会＆振り返りの方法発表会＆振り返りの方法
A.	ポスターセッションをやってみよう
B.	口頭発表会をやってみよう
C.	振り返りの会をやってみよう

アカデミックライティングの基本アカデミックライティングの基本
アカデミックライティングを学ぼう（１）文章の特徴
アカデミックライティングを学ぼう（２）主張と根拠
アカデミックライティングを学ぼう（３）段落を作ろう

マークを付けた項目は、この一部見本でその内容を全てご覧いただけます。PickPick
Up!Up!

PickPick
Up!Up! P50

PickPick
Up!Up! P53
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調べ学習編には、
生徒の探究活動をサポートする「Task」を収録。
課題の設定から順に「Task」に取り組むことで、

生徒は探究のプロセスを主体的に
進めていくことができます。

単元画面単元画面
調べ学習編 「問いのタネを探す」
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思考ツールのほか、
文献リストなどの

テンプレートを用意しました。

「Task」には解説（Commentary）
を付けました。生徒自身で

探究活動のコツを
身に付けていくことができます。
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調べ学習編では、探究のプロセス一つ一つについて、取り組むときのポイントを解説。事前準備

や課題の設定から、発表・振り返りまで扱っています。わかりやすい解説と、解説の理解を深める

活動を盛り込み、生徒自身が主体的に進めていける内容構成としています。

探究活動に役立つ
様々なウェブサイトを

紹介しています。

「Task」やこの「振り返り」に
入力した内容は生徒自身で後から

確認できます。
（入力した内容は先生には

送信されません。）
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単元画面単元画面
調べ学習編 「集めた情報を整理しよう」
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課題研究編  目次課題研究編  目次  （2024.09.30現在）

探究の方法論探究の方法論
（１）さまざまな探究
（２）探究のストーリー
（３）文系の探究・理系の探究（仮説について）
（４）問いの立て方と仮説について
（５）概念の検討とモデルづくり

課題の設定・情報の収集：研究計画を立てる課題の設定・情報の収集：研究計画を立てる
（１）実験
（２）実験ノート（２）実験ノート
（３）フィールドワーク
（４）アクションリサーチ
（５）アンケート
（６）インタビュー
（７）シミュレーション
（８）計測
（９）調査ツール①
（１０）調査ツール②
（１１）研究計画書

整理・分析：分析方法整理・分析：分析方法
（１）統計の手法
（２）表計算ソフトの使い方
（３）質的データの分析
（４）画像解析

まとめ・表現：考察を深めるまとめ・表現：考察を深める
（１）政策提言の書き方
（２）根拠に基づく考察の方法

まとめ・表現：探究成果のまとめ方まとめ・表現：探究成果のまとめ方
（１）図表のまとめ方
（２）スライドの作成
（３）ポスターの作成
（４）概念図の作成

まとめ・表現：探究成果の発表方法まとめ・表現：探究成果の発表方法
（１）発表の仕方
（２）オンライン発表の仕方（２）オンライン発表の仕方
（３）レポート・論文の作成

まとめ・表現：成果報告会と振り返りまとめ・表現：成果報告会と振り返り
成果報告会の運営
振り返りとその蓄積

マークを付けた項目は、この一部見本でその内容を全てご覧いただけます。PickPick
Up!Up!

PickPick
Up!Up! P56

PickPick
Up!Up! P59
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単元画面単元画面
課題研究編 「実験ノート」
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調べ学習編より高度な内容を扱う
課題研究編では、基本に立ち返れる

よう、調べ学習編へのリンクを
多数設定しています。
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課題研究編には、論文執筆をゴールとするような高度な探究活動であっても、これさえ読めば生徒

が自ら取り組める情報を盛り込みました。実験・フィールドワークなど様々な情報収集の手立てか

ら、生徒自身による成果発表会の運営方法など、多岐にわたるテーマの解説を掲載しています。

探究活動では、生徒の思い通りに
進まないことがよくあるもの。

「コラム」ではこうしたつまずきへの
対処法など、生徒の活動を

バックアップする情報を掲載しています。

課題研究編には、各項目の
理解度を自ら確認できる「チェック」
を収録。取り組み方が把握できたか

どうか、生徒自身による
理解を促します。 「振り返り」に入力した内容は

生徒自身で後から確認できます。
（入力した内容は先生には

送信されません。）
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単元画面単元画面
課題研究編 「オンライン発表の仕方」
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探究活動の
実践的な手法に役立つ、

社会人も参考とするような
ウェブサイトを掲載しています。 

適切な取り組み方を
理解できたかどうか確認できる
「チェック」も収録しています。

（以下略）
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生徒への接し方やファシリテーションのあり方、校内体制の作り方といった、探究活動で常に課題となる
ポイントを解説した指導資料を用意しました。この資料は、探究活動の経験が豊富な高校教員が中心と
なって作成したものです。現場の"リアルな"困りごとへの対応を事例を交えて解説しています。

第１章 探究自体の理解第１章 探究自体の理解
１.なぜ総合的な探究の時間？ 改定の趣旨は？
２.総合的な探究の時間を学校にどう位置付ける？
３.探究の流れ、プロセスとは？
４.探究の３条件とは？
５.探究を回すとは？
６.地域課題解決型探究活動の3レベルとは？
７.探究のレベルを上げるにはどうするか？
８.探究学習と調べ学習の違いとは？
９.探究と研究の違いとは？

第２章 生徒指導第２章 生徒指導
１０.探究のプロセスにおける指導のポイントは？
１１.生徒は各プロセスのどこでつまずき、
	 それをどう乗り越えるか？
１２.探究における教師行動とは？
１３.質問力をどう磨く？
１４.生徒が主体的に取り組むためには
	 どうすればいいか？
１５.探究のゴールをどうやって
	 イメージさせればいいか？
１６.グループ探究にどう関わればいいか？

第３章 校内体制第３章 校内体制
１７.探究を進めるための校内体制を
	 どう構築するか？
１８.探究を全校的な取組とするには？

第４章 教科との関連第４章 教科との関連
１９.他教科、科目における探究との違いは何か？
２０.専門外の指導を行う場合どうすればいいか？

第５章 外部連携第５章 外部連携
２１.どうやって外部連携を進めればいいか？

第６章 SDGs第６章 SDGs
２２.SDGsの17ゴールと169ターゲット一覧

第７章 課題の設定第７章 課題の設定
２３.探究課題はどうやって決めればいいか？
２４.「問題」と「課題」の違いとは？

第８章 情報の収集第８章 情報の収集
２５.情報収集の指導をどうするか？
２６.情報のバランスとは？

第９章 まとめ・表現第９章 まとめ・表現
２７.探究における発表活動の位置付けとは？

第１０章 振り返り第１０章 振り返り
２８.振り返りにはどのようなことを書くか？

第１１章 評価第１１章 評価
２９.探究の評価はどう考えればいいか？
３０.探究の評価はどのように行えばいいか？
３１.評価では何に気をつけていけばいいか？
３２.探究の成果物をどのように評価すればいいか？
３３.簡易版探究評価ルーブリック
３４.「ポートフォリオ評価」とは？
３５.「ブルームの分類学（タキソノミー）」とは？
３６.「ICEモデル」とは？

第１２章 《動画》探究活動の進め方第１２章 《動画》探究活動の進め方
３７.《動画リンク集》「探究活動の進め方」

も く じも く じ

教員用サポート資料教員用サポート資料コ ラ ムコ ラ ム
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ツール活用例ツール活用例  
成果物の提出・確認
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シラバス案4例シラバス案4例  
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